
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
な
ど
を
回
収
し
ま
す

回
収
に
協
力
く
だ
さ
い

充
電
し
て
繰
り
返
し
使
え
る
小
型
充
電

式
電
池
。
私
た
ち
の
身
の
回
り
で
も
携
帯

電
話
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
多
く

の
電
気
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
近

年
、
小
型
充
電
式
電
池
が
原
因
の
発
火
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
小
型

充
電
式
電
池
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
事
故
防
止
の
た

め
、
回
収
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
回
収
場
所

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
下
水
流
町
）、

環
境
業
務
課（
郡
元
町
）、環
境
政
策
課（
市

役
所
北
別
館
３
階
）、
各
総
合
支
所
地
域

生
活
課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

◉
回
収
対
象

・�

小
型
充
電
式
電
池（
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
、

ニ
カ
ド
電
池
）

・
ボ
タ
ン
電
池

・�

コ
イ
ン
型
リ
チ
ウ
ム

電
池

※�

膨
張
、破
損
し
た
も
の
も
回
収
し
ま
す
。

事
業
所
か
ら
の
も
の
は
対
象
外

◉
回
収
時
の
注
意
事
項

・�

発
火
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、
製
品
が

動
か
な
く
な
る
ま
で
使
い
切
る

・�

発
火
防
止
の
た
め
、

必
ず
電
池
の
端
子

部
分
に
テ
ー
プ
を

貼
り
、
絶
縁
す
る

・�
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
ず
、

職
員
に
直
接
手
渡
す

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
業
務
課　
☎
24
－
５
５
６
０

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

リチウム蓄電池などを燃や
せないごみなどと一緒に処理
すると、収集車両や施設の火
災事故などにつながる場合が
あります。お近くの回収場所
で随時受け付けていますので、
回収に協力ください。

回収を受け付けています

樹
木
は
適
正
な
管
理
を

樹
木
が
道
路
に
は
み
出
す
と
、
自
動
車

や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で

な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

を
見
え
に
く
く
し
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
自
宅
な
ど
の
樹
木
を
せ
ん

定
す
る
な
ど
、適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

側
溝
蓋ふ

た

設
置
は
許
可
が
必
要

宅
地
内
へ
の
乗
り
入
れ
の
た
め
に
、

道
路
側
溝
に
蓋
を
設
置
す
る
場
合
、
道

路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
た
上
で
申
請

者
負
担
で
工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

併
せ
て
、
警
察
署
へ
の
道
路
使
用
許
可

の
申
請
も
必
要
で
す
。

活
用
く
だ
さ
い

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

市
な
ど
の
道
路
管
理

者
は
、
安
全
で
快
適
な

道
路
利
用
の
た
め
、
日

常
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
通
報
に
よ
る
情

報
提
供
も
安
全
な
道
路
環
境
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

道
路
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
次

の
方
法
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◉
国
土
交
通
省
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル

全
国
す
べ
て
の
道
路
の
異
常（
穴
ぼ
こ
、

陥
没
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
破
損
な
ど
）に

関
す
る
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☎
♯
９
９
１
０（
24
時
間
受
け
付
け
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　
「
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
」
で

検
索

◉
市
道
路
管
理
者
へ
の
連
絡

維
持
管
理
課	

☎
23
－
２
７
５
２

山
之
口
産
業
建
設
課	

☎
57
－
１
３
１
１

高
城
産
業
建
設
課	

☎
58
－
２
３
１
０

山
田
産
業
建
設
課	

☎
64
－
１
１
１
３

高
崎
産
業
建
設
課	

☎
62
－
１
１
１
３

道
路
環
境
づ
く
り
に
協
力
く
だ
さ
い

安
全
で
快
適
な

◎
問
い
合
わ
せ　
維
持
管
理
課　
☎
23
－
２
７
５
２

本
市
の
市
道
の
延
長
は
約
３
１
６
２
㌔
。
こ
の
長
大
な
市
道
を
安
全
で
快
適
に
保
つ
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
大
５
万
円
の
補
助
金
が

あ
り
ま
す

雨
水
タ
ン
ク（
雨
水
貯
留
施
設
）と
は
、

雨
水
を
一
時
的
に
タ
ン
ク
に
貯
め
、
大
雨

時
の
減
災
や
断
水
時
の
緊
急
用
水
な
ど
に

使
用
で
き
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
雨
水
タ
ン
ク
設
置
の
メ
リ
ッ

ト
や
補
助
概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課

☎
23
－
２
１
３
０

雨
水
タ
ン
ク
の
役
割

大
雨
の
際
に
屋
根
に
降
っ
た
雨
水
が
タ

ン
ク
に
溜
ま
る
こ
と
で
、
大
量
の
雨
水
が

河
川
に
急
激
に
流
れ
込
む
こ
と
を
防
止

し
、
減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

本
市
の
水
源
は
主
に
地
下
水
の
た
め
、

散
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
雨
水
が
地
下
に

浸
透
す
る
こ
と
で
、
地
下
水
の
量
的
保
全

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

設
置
の
メ
リ
ッ
ト

・
水
道
の
使
用
量
が
少
な
く
な
る

・
庭
木
へ
の
水
や
り
に
使
用
で
き
る

・�

子
ど
も
に
水
の
大
切
さ
を
伝
え
る
き
っ

か
け
に
な
る

雨
水
貯
留
施
設
設
置
補
助
金
の
概
要

◉
対
象　
市
内
の
住
宅（
家
屋
、
倉
庫
、

車
庫
な
ど
）

※�

個
人
や
法
人
、
団
体
な
ど
の
別
は
問
わ

な
い

◉
補
助
要
件　
次
の
全
て
を
満
た
す
タ
ン
ク

①
容
量
が
１
０
０
㍑
以
上

②
直
接
雨
ど
い
に
接
続
し
て
設
置
で
き
る

③�

ふ
た
付
き
で
蛇
口
な
ど
の
排
水
機
能
が

あ
る

④
未
使
用
で
あ
る

⑤
年
度
内
に
設
置
完
了
で
き
る

◉
補
助
金
額　
雨
水
タ
ン
ク
本
体（
付
属

品
含
む
）
お
よ
び
設
置
工
事
費
の
合
計
額

の
２
分
の
１
以
内
の
額（
上
限
５
万
円
）

※�

設
置
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

さ
い

雨
水
タ
ン
ク
１
基
の
設
置
に
対
し
て

設置例（200L）

都
城
盆
地
の
地
下
水
や

河
川
水
質
を
守
り
ま
し
ょ
う

都
城
盆
地
の
貴
重
な
地
下
水

都
城
盆
地
の
地
下
水
は
、
水
道
水
源

や
工
業
・
農
業
用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

い
て
、
地
域
を
支
え
る
貴
重
な
循
環
資

源
で
す
。

こ
の
大
切
な
資
源
を
安
全
に
使
い
続
け

る
た
め
、
市
で
は
※
硝
酸
性
窒
素
の
濃
度

や
地
下
水
の
量
を
定
期
的
に
調
査
し
て
い

ま
す
。

※��

人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り
除
け
ま
せ
ん

地
下
水
を
守
る
取
り
組
み

【
市
の
取
り
組
み
】

　
良
好
な
地
下
水
環
境
を
守
る
た
め
、
市

と
近
隣
自
治
体
は
平
成
７
年
に「
都
城
盆

地
地
下
水
保
全
対
策
連
絡
協
議
会
」
を
設

立
。
都
城
盆
地
の
地
下
水
の
質
的
お
よ
び

量
的
な
調
査
・
研
究
を
宮
崎
大
学
と
共
同

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
硝
酸
性
窒
素
の
濃
度
は
減

少
傾
向
に
あ
り
、
環
境
基
準
超
過
割
合
も

全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
７
カ
所
の
観
測
井
戸
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
地
下
水
の
量
は
適
正
に
保
た
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

【
一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み
】

　
下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
家
庭
な
ど

か
ら
の
生
活
排
水
は
、
く
み
取
り
槽
や
単

独
処
理
浄
化
槽
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
処

理
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
く
み
取
り
槽

や
単
独
処
理
浄
化
槽
は
、
台
所
や
風
呂
場

か
ら
出
る
排
水
が
処
理
さ
れ
な
い
ま
ま
側

溝
や
川
に
流
れ
る
た
め
、
工
場
な
ど
の
排

水
よ
り
も
川
を
汚
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

一
方
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は
排
水
の
汚
れ

を
約
10
分
の
１
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

く
み
取
り
槽
の
約
７
分
の
１
、
単
独
処
理

浄
化
槽
の
約
８
分
の
１
に
汚
れ
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
を
推
進
す
る
補
助
金
を
設
け
て
い
ま

す
。大
切
な
地
下
水
や
河
川
を
守
る
た
め
、

設
置
を
検
討
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
一
人
一
人
の

力
で
豊
か
な
水
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま

し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　
環
境
政
策
課　
☎
23
－
２
１
３
０

地
下
水
を
守
る
た
め
の
保
全
活
動
や
河
川
水
質
改
善
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

環境業務課
主査
徳永 真澄
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